
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数
ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ
技能検定（国家検

定）
② 67人 63人

ホテルビジネス実務検定2級 ③ 35人 33人
EFDフラワーアレンジ2級 ③ 34人 32人
JWSA認定ウェディングフォト ③ 85人 85人
JWSA認定ファッション ③ 17人 17人

人
人
人
％

％

（令和 3

6 名 3.5 ％

03-5878-3311

卒業要件：
本校に修業年限以上在籍し、所定の授業科目を履修し、卒業
するために必要な単位数を修得した者に対し、卒業を認定す
る
進級要件：
所定の教科目及び所定の単位数または授業時間数を履修
し、その成果が修了認定すべきものと認められる場合、進級
を認定する

■中退防止・中退者支援のための取組
個別面談の実施、保護者との連絡・連携

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度： 有
※有の場合、制度内容を記入

①早期出願者選考料免除　②特待生制度　③兄弟姉妹学費免除制度　④グループ校学費免除制度

■専門実践教育訓練給付： 給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

支援対象者  28名

令和3年4月1日時点において、在学者173名（令和3年4月1日入学者を含む）
令和4年3月31日時点において、在学者167名（令和4年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

目的意識喪失・体調不良・進路変更による

就職等の
状況※２

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容

■卒業者数 83
■就職希望者数 80

■主な就職先、業界等（令和3年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

■就職者数 80

国家検定 ブライダルコーディネーター技能検定3級　合格率
94.0％【67名 中 63名合格】（全国平均70.5％）

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応
電話連絡、三者面談、カウンセリング

■サークル活動： 有

■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　1人
・その他 2人は家事手伝い希望者

個人面談、学内合同企業説明会、就職決起会、模擬面接会
の実施、履歴書指導

ホテル・結婚式場・ゲストハウス・ドレスショップ・フラワーショッ
プ・フォトスタジオ等

（令和3年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

0 0
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
1770 480 1020 270

認定年月日 2017年2月28日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

商業実務 商業実務専門課程 ウェディング科
平成27年文部科学省

告示第十三号
無

学科の目的
本校は、学校教育法に基づき、おもてなしの心と、ウェディング分野にかかわる知識と技術を備え、ウェディングのプロセスにおいて、お客様の夢を具現化
することを通じ、顧客満足を最大化できる「ウェディングの真のプロ」を養成することを教育の目的とする。

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

東京ウェディング・ホテル
専門学校

平成25年7月1日 土田　雅彦

学校法人滋慶学園

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

昭和58年12月27日
理事長

浮舟　邦彦

〒134-0088
東京都江戸川区西葛西3-1-15

（電話） 03-5676-3901

〒134-0084
東京都江戸川区東葛西6丁目16番2号

（電話）

（別紙様式４）

令和4年9月11日 ※1
（前回公表年月日：令和３年８月１日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

160人

（例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等

・学生CAST活動　（オープンキャンパス等　イベント企画運営）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当するか
記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

　
■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法

長期休み
■夏季休業　　7月第4週から8月第5週まで
■冬季休業　12月第4週から1月第1週まで
■春季休業　　3月第3週から3月第5週まで

卒業・進級
条件

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

100■就職率　　  　　　 　　　　：
■卒業者に占める就職者の割合

： 96.4

評価の基準：
評価は「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」「Ｅ」「Ｆ」で行
い、「Ｄ」以上で合格とする。

評価の方法： 定期試験等で評価する。

34人27人7人0人161人



受審年月：

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映し
た内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意し、
それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」
「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をいい
ます。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進学
状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と同
時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的な学
修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体： ― ―
評価結果を掲載した

ホームページＵＲＬ
―

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.wedding.ac.jp/



種別

①

③

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

土田　雅彦 東京ウェディング・ホテル専門学校　学校長
2019年4月1日～2021年3月31
日

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回の実施 第1回　6月末までに実施　／　第2回　1月末までに実施

（開催日時（実績））
第１回　2021年6月22日　13時00分～15時00分
第２回　2022年2月2日  　15時00分～17時00分

菅野　悠 東京ウェディング・ホテル専門学校　事務局長
2019年4月1日～2021年3月31
日

丸山　敏夫
東京ウェディング・ホテル専門学校　教務キャ
リアセンター部長

2019年4月1日～2021年3月31
日

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

教務部長と連携企業の講師が授業前に、授業内容、評価等について定める。企業からの業界の求める技術・知識水準を
指導できる講師を派遣してもらい、修了時には企業の講師による生徒の評価を行ってもらう。

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
教育課程の編成において、必要となる最新の知識、技術を反映するため、企業・業界団体等の意見を活かし、教育課程の
改善並び に改訂を定期的に実施することを目的としている。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

企業・業界団体等との連携により、必要となる最新の知識・技術・技能を反映するため、企業・業界団体等からの意見を十
分にいかし、カリキュラムの改善等の教育課程の編成を定期的に行うことを目的とする。また、学校が編成した企業連携に
関する教育課程案を委員会へ付議し、委員会による改善意見を反映していく。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

織原　由和 株式会社 ディアーズブレイン
2021年4月1日～2023年3月31
日

令和○年○月○日現在

古島　昭博 学校法人　滋慶学園　常務理事
2019年4月1日～2021年3月31
日

名　前 所　　　属 任期

石渡　雅浩 The Professional Wedding編集長
2021年4月1日～2023年3月31
日

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
ブライダル・ホテル業界の求めるサービス技術に関して、実践的な授業を行うため、企業・業界団体等から当該企業に所属
する講師を派遣してもらい、校内の実 習施設や設備等を活用し、業界の求めるサービス水準を指導できる企業業界団体
を選定している。また、シラバスの策定・試験の実施・評価まで行う体制をとるこ とができる企業・業界団体を選定してい
る。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

2021年度の教育課程編成委員会にて、ブライダル業界の現状から、WEBマーケティングやWEB集客を学ぶ科目の必要性
についてご意見があったため、今年度カリキュラムではブライダル広報演習、次年度カリキュラムにはブライダルSNS演習
という科目を設定。自社集客手法を学ぶ内容を学んでいく。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
自己点検・評価結果について学校職員以外の関係者による評価を行うため、各校に学校関係者評価委員会を設置する。
学校関係者評価委員会は、自己点検・評価結果の客観性・透明性を高め、学校の利害関係者の学校運営へ理解促進や
連携協力による学校運営の改善を目的とする。

教育DXの手法と考え方を学び、ITや映像を交えた新しい教授法、教育マネジメントについて学ぶ

②指導力の修得・向上のための研修等

滋慶学園における講師の心得、教授力向上のための他校好事例の共有

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

コロナウイルスが業界に与えた影響と2021年度の業界展望を学び、今後のカリキュラム内容、学生指導
に反映させる。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

現場実習
現場実習を通じて業界を理解し、専門的なスキルと接客ス
キルを学ぶ。

株式会社テイクアンドギヴ・ニー
ズ、株式会社ノバレーゼ、ヒルトン
東京お台場、ホテルベルクラシック
東京、株式会社ベスト・アニバーサ
リー　他

ブライダル・ホテル業界での就職を目指す学生へ、即戦力
となるためのレスト ランサービス技術を業界企業が求める
視点で指導・評価を行い習得する。

特定非営利法人 日本ホテルレス
トラン経営研究所

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

初任者講師研修会 連携企業等： 滋慶教育科学研究所

令和4年2月25日（金） 対象：
教務キャリアセンター部スタッ
フ・初任非常勤講師

ウェディング・ホテル業界の動向に関する研修 連携企業等： 株式会社ウエディングジョブ

令和5年1月30日（月）予定 対象： 全教職員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

ウェディング・ホテル業界のトレンド、特に人事採用状況の変化について

DX推進研修 連携企業等： 滋慶教育科学研究所

令和4年9月22日（木） 対象： 全教職員

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教員研修については、学校法人滋慶学園 教員研修規定に定めており、教員の指導力の向上、授業力向上、クラス運営力
の向上などを目的とし、積極的かつ定期的に研修に参加。また、教職員の経験年 数や在職期間を考慮して、計画的に遂
行している。

コロナ禍におけるウェディング・ホテル業界の動向と展望 連携企業等： 株式会社ウエディングジョブ

令和4年2月14日（月） 対象： 全教職員

テーブルサービス演習



種別

卒業生

PTA

高等学校関係

近隣関係

企業等委員

企業等委員

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.wedding.ac.jp/public_information/
公表時期： 2022年9月15日

（１１）その他 （１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 （８）財務諸表等
（９）学校評価 （９）学校評価
（１０）国際連携の状況 （１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 （５）様々な教育活動・教育環境
（６）学生の生活支援 （６）学生の生活支援
（７）学生納付金・修学支援 （７）学生納付金・修学支援

（２）各学科等の教育 （２）各学科等の入学定員・養成目的
（３）教職員 （３）教職員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 （４）キャリア教育・実践的職業教育

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
学校の教育活動の取り組みについて社会に対する説明責任を果たすとともに、公正で透明性の高い運営を推進し、教育
活動の質の向上や社会全体からの信頼の獲得に資することを目的とする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 （１）学校の概要、目標及び計画

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.wedding.ac.jp/public_information/
公表時期： 2022年9月15日

拓大紅陵高等学校　学校長
令和４年４月１日～令和６年３
月３１日（２年）

沼倉　英里 行船管理有限会社　副社長
令和４年４月１日～令和６年３
月３１日（２年）

石渡　雅浩 株式会社ウエディングジョブ　代表取締役
令和３年４月１日～令和５年３
月３１日（２年）

織原　由和 株式会社ディアーズブレイン　人事総務部
令和３年４月１日～令和５年３
月３１日（２年）

森　章

久保田　優希 株式会社エスクリ
令和４年４月１日～令和５年３
月３１日（１年）

染谷　さま WD科2年生染谷さん保護者
令和４年４月１日～令和５年３
月３１日（１年）

（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受入れ募集
（８）財務 （８）財務

（３）教育活動 （３）教育活動
（４）学修成果 （４）学修成果
（５）学生支援 （５）学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営 （２）学校運営

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（３）学校関係者評価結果の活用状況
学校関係者委員会で得た評価に基づき、校内の自己点検委員会で次年度の重点項目について決定を行う。その決定に
基づき全教職員に周知し、学校運営・教育活動等に取り組んでいく。就職後1年後の離職率については決して低い水準で
はないため、離職防止の取り組みとして同窓会LINEの活用、転職支援についての情報提供を行い、ウェディング・ホテル業
界からの離脱を防止できるよう努めるよう決定した。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 （１１）国際交流
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1 ○ キャリア教育講座Ⅰ
社会で働くために大切な身構え・気構え・心構えを学
ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

2 ○ キャリア教育講座Ⅱ
社会で働くために大切な身構え・気構え・心構えを学
ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

3 ○ キャリア教育講座Ⅲ
社会で働くために大切な身構え・気構え・心構えを学
ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

4 ○ キャリア教育講座Ⅳ
社会で働くために大切な身構え・気構え・心構えを学
ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○

5 ○
実習・就職特別講座
Ⅰ

実習・就職活動に向けた身構え・気構え・心構えを身
につける。

1
前

30 2 ○ ○ ○

6 ○
実習・就職特別講座
Ⅱ

実習・就職活動に向けた身構え・気構え・心構えを身
につける。

1
後

30 2 ○ ○ ○

7 ○ コミュニケーション
社会人として求められる、挨拶・表情・姿勢・立ち振
る舞いの基礎を学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

8 ○ おもてなしマスター
サービス業全般に必要なおもてなしの心と技術につい
て学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

9 ○
※国際教育（含 海外
研修）

価値観や文化の違いを尊重し、より広い視野で物事を
捉える国際的な感性を養う。

2
前

15 1 ○ △ ○ ○

10 ○ ITリテラシ―Ⅰ 就職対策として必要なパソコンスキルを学ぶ。
1
前

30 2 ○ ○ ○

11 ○ ITリテラシ―Ⅱ
ビジネスメール、ビジネス文書の書き方について学
ぶ。

2
前

45 3 ○ ○ ○

12 ○
フラワーアレンジメ
ントベーシック

ブーケやテーブル装花のアレンジができるようにな
る。

1
前

30 2 ○ ○ ○

13 ○
テーブルサービス演
習

テーブルマナーを身に付けると共に、レストラン・バ
ンケットサービスに必要な基本技術・知識を習得す
る。

1
前

60 4 ○ ○ ○ 〇

14 ○
ドレススタイリスト
Ⅰ

婚礼衣装に関する基本的な知識ならびに取り扱い方法
を学ぶ。

1
前

60 4 ○ ○ ○

15 ○ ウェディングフォト
ウェディングフォトの種類および基礎知識を理解す
る。ＪＷＳＡ認定フォトスタイリストに合格する。

1
前

60 4 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（商業実務専門課程ウェディング科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
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業
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16 ○ ブライダル概論Ⅰ
ブライダルの概念を知り、将来の仕事のイメージに繋
げ、そのやりがいを感じ取る。

1
前

60 4 ○ ○ ○

17 ○ ブライダル概論Ⅱ
基礎知識を実践形式におとしこみ、アソシエイトブラ
イダルコーディネート検定に合格する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

18 ○ ブライダル広報演習
ブライダルの広報ツール（情報誌、SNS等）の作成工
程を知る。

1
後

30 2 ○ ○ ○

19 ○
ハウスウェディング
運営プログラムⅠ

学内施設での本物の結婚式運営業務を学び、実践的な
思考・行動を身につける。

1
後

60 4 ○ ○ ○

20 ○
ハウスウェディング
運営プログラムⅡ

学内施設での本物の結婚式運営業務を学び、実践的な
思考・行動を身につける。

2
前

120 8 ○ ○ ○

21 ○
ハウスウェディング
運営プログラムⅢ

学内施設での本物の結婚式運営業務を学び、実践的な
思考・行動を身につける。

2
後

120 8 ○ ○ ○

22 ○
※ハウスウェディン
グ実践Ⅰ

結婚式の打ち合わせとセッティングおよび当日を運営
する。

2
前

120 8 ○ ○ ○

23 ○
※ハウスウェディン
グ実践Ⅱ

結婚式の打ち合わせとセッティングおよび当日を運営
する。

2
後

120 8 ○ ○ ○

24 ○ ビジネス英語
ビジネスで使用する会話を中心に学び、英語の質問に
応えられる英語力を身につける。

1
後

30 2 ○ ○ ○

25 ○ パーソナルカラー
色を戦略的に使いこなし、似合う色で「自分ブラン
ディング」ができるようになる。

1
後

30 2 ○ ○ ○

26 ○ 着付Ⅰ（初伝） 和装の知識と一人で着る着付けの技術を習得する。
1
後

30 2 ○ ○ ○

27 ○ 滋慶選択
専門能力以外に、将来のステップアップの糧となるプ
ラスアルファの知識や技術を学ぶ。

1
後

15 1 ○ ○ ○

28 ○
ウェディングプラン
ニング

プランニングをする際の視点を学び、ウェディング全
体の業務感をつかみ自専攻での学びをさらに深める。

1
後

30 2 ○ ○ ○

29 ○ ドレススタイリスト
衣装の専門的な内容の学びを通して、自専攻での学び
をさらに深める。

1
後

60 4 ○ ○ ○

30 ○
フ ロ ー リ ス ト ベ ー
シック

フローリストの業務について学びながら、自専攻の学
びをさらに深めることにつなげる。

1
後

60 4 ○ ○ ○

31 ○ 写真撮影演習
写真撮影の魅力を追求し、自専攻との関連性を理解す
る。

1
後

30 2 ○ ○ ○

32 ○ 宿泊サービス演習
ホテルの宿泊サービスについて演習形式で学び、ホテ
ル業で働く際に必要とされる知識とスキルを身に着け
る

1
後

30 2 ○ ○ ○

33 ○ ホテルビジネス実務
ホテルの歴史や特徴、各部署の役割に関する基礎知識
を身につける。

1
後

30 2 ○ ○ ○



34 ○
ウェディングサービ
ス演習

披露宴サービスにおける基礎的な知識と技術を学ぶ。
1
後

30 2 ○ ○ ○

35 ○
ウェディングプラン
ナー演習Ⅰ

ウェディングプランナーの実務のアウトラインと当日
運営を理解する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

36 ○
ウェディングプラン
ナー演習Ⅱ

料飲を含むプランナー実務を学ぶ（テーブルマナー、
サービスキャプテン、オペレーション等）。

2
前

60 4 ○ ○ ○

37 ○
オリジナルプランニ
ング

テーマの設定からオリジナルの提案プランを作成する
ことで、全体の構成力を学ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○

38 ○
ブライダル国家検定
Ⅰ

ブライダルコーディネートに必要な知識・技術・実践
力を理解し、国家検定に合格する。

2
前

60 4 ○ ○ ○

39 ○
ブライダル国家検定
Ⅱ

ブライダルコーディネートに必要な知識・技術・実践
力を理解し、国家検定に合格する。

2
後

60 4 ○ ○ ○

40 ○ ドレスメンテナンス
婚礼衣装のメンテナンス業務の知識を習得し、裾上
げ、サイズ詰め、お直し等を実践する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

41 ○
ドレススタイリスト
演習Ⅰ

サロン業務を含む、ドレススタイリストの実務のアウ
トラインを習得する。

1
後

60 4 ○ ○ ○

42 ○
ブライダルヘアメイ
ク

ブライダルのヘアセットおよびメイクアップの特徴、
アテンド業務を理解し、認定試験に合格する。

2
前

30 2 ○ ○ ○

43 ○
ドレススタイリスト
演習　Ⅱ

婚礼衣装の接客業務およびサロン業務（搬入、搬出、
仕入れ、ディスプレイ、管理業務等）を理解し、実践
する。

2
前

60 4 ○ ○ ○

44 ○
ドレススタイリスト
演習　Ⅲ

ウェディングスタイリストとしての知識を深め、より
高度なアドバイスを実践する。

2
後

60 4 ○ ○ ○

45 ○ 着付けⅡ（中伝） 和装の知識、着付けの技術を習得する。
2
前

30 2 ○ ○ ○

46 ○ 花嫁着付 花嫁着付・紋服着付の基礎知識・手順を習得する。
2
後

30 2 ○ ○ ○

47 ○ フローリスト演習Ⅰ
業態別のフローリストの業務の流れと実務のアウトラ
インを習得する。

1
後

60 4 ○ ○ ○

48 ○ フラワーデザイン
ウェディングフラワーの種類や商品知識を習得し、顧
客のニーズに合わせた企画・提案を、イラストを含め
実践する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

49 ○ フローリスト演習Ⅱ
ブライダルフラワーの接客業務（カウンセリング）、
フラワーデザイン、デコレーション（施行業務）を理
解する。

2
前

60 4 ○ ○ ○

50 ○
フラワーアレンジメ
ントアドバンス　Ⅰ

フローリストとして業界で活躍できるよう、様々な
シーンのコーディネートの方法と考え方を学び講義と
実技を実施する。

2
前

60 4 ○ ○ ○

51 ○
アートディレクショ
ン

顧客のコンセプトに応じた様々なアイテムを用いて、
婚礼会場のあらゆるスペースのアートディレクション
を実践する。

2
後

30 2 ○ ○ ○



52 ○
フラワーアレンジメ
ントアドバンス　Ⅱ

フローリストとして業界で活躍できるよう、様々な
シーンのコーディネートの方法と考え方を学び講義と
実技を実施する。

2
後

60 4 ○ ○ ○

53 ○ 写真動画撮影実習
一眼レフ、ビデオカメラの基礎知識、使用方法、構図
の理解、撮影テクニックを習得し、撮影を実践し、パ
ソコンでの編集を学ぶ。

1
後

60 4 ○ ○ ○

54 ○ 写真動画演習 カメラマンの実務のアウトラインを習得する。
1
後

30 2 ○ ○ ○

55 ○
広告・アルバム作成
演習　Ⅰ

コンセプト、ターゲットに訴える広告写真、アルバム
作成の方法を学び、デザイン案を考える。

2
前

60 4 ○ ○ ○

56 ○ 写真撮影実践
ウェディングコンセプトから、ウェディングフォトを
撮影し、お客様のニーズに合った編集方法を学ぶ。

2
前

60 4 ○ ○ ○

57 ○ ムービー作成演習
動画撮影を実践し、構成、BGMの選択、編集方法を学
び、ショートムービーを作成する。

2
後

60 4 ○ ○ ○

58 ○
広告・アルバム作成
演習　Ⅱ

コンセプト、ターゲットに訴える広告写真、アルバム
作成の方法を学び、デザイン案を考える。

2
後

30 2 ○ ○ ○

59 ○ ※現場実習
現場実習を通して業界を理解し、専門的なスキルと接
客スキルを学ぶ。

1
後

270 9 ○ ○ ○

59　科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）

教育課程の定めるところにより、学年ごとに修了すべき教科目に合格し、学校長が進級・卒業と認定した
もの【必修 1470時間・選択必修 300時間】

2期
15週

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

合計 科目 1770 単位時間


